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北海道酪農・畜産危機突破緊急集会 開催北海道酪農・畜産危機突破緊急集会 開催
～酪農・畜産農家危機脱却に向けて～～酪農・畜産農家危機脱却に向けて～

　
３
月
18
日
、札
幌
市
の
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌
で
「
北
海
道
酪
農・

畜
産
危
機
突
破
緊
急
集
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
集
会
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
主
催
し
、
配
合
飼
料
な
ど
の
生

産
資
材
の
価
格
高
騰
や
、
肉
用
・
乳
用
牛
価
格
低
下
、
生
乳
需
給
環
境
悪

化
な
ど
、
生
産
現
場
や
農
業
団
体
の
経
営
努
力
の
み
で
は
乗
り
越
え
る
事

の
で
き
な
い
大
き
な
危
機
に
立
ち
向
か
お
う
と
、
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
役
職
員

が
集
結
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
も
併
せ
て
、
お
よ
そ
２
，０
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会 

小
野
寺 

俊
幸
代
表
理
事
会

長
よ
り
「
酪
農
・
畜
産
を
取
り
巻
く
環
境
は
飼
料
・
肥
料
価
格
の
高
騰
を

は
じ
め
、
幾
重
に
も
重
な
る
緊
急
事
態
が
発
生
し
て
お
り
、
危
機
的
状
況

に
あ
る
。
こ
の
窮
状
を
北
海
道
か
ら
全
国
に
訴
え
る
こ
と
で
、
危
機
を
乗

り
越
え
、
皆
さ
ん
の
営
農
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。」
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
道
内
の
Ｊ
Ａ
組
合
長
や
生
産
者
を
代
表
し
、
4
名
が
意
見
表

明
し
、
生
産
資
材
等
の
価
格
高
騰
の
長
期
化
で
離
農
が
進
ん
で
い
る
現
状

を
訴
え
ま
し
た
。

　
意
見
表
明
さ
れ
た
方
々
は
「
こ
の
ま
ま
営
農
を
続
け
る
事
に
不
安
を
感

じ
な
が
ら
搾
乳
を
し
て
い
る
。」「
新
規
就
農
者
が
５
年
後
、
10
年
後
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。」等
、自
ら
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　
意
見
表
明
の
後
、 

北
海
道
信
連 

佐
藤 

彰 

経
営
管
理
委
員
会
会
長
が「
畜

安
法
の
役
割
の
適
切
な
発
揮
や
酪
農
・
畜
産
経
営
の
維
持
に
向
け
た
万
全

な
対
策
を
国
に
求
め
る
集
会
決
議
」
を
、
満
場
の
拍
手
で
採
択
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
北
海
道
農
協
青
年
部
協
議
会 

遠
藤 

洋
志 

副
会
長
の
音
頭
で

酪
農
・
畜
産
の
危
機
突
破
に
向
け
「
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連 

中
瀨 

省 

代
表
理
事
会
長
が
「
酪
農
・

畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
を
引
き
続
き
力
強
く
支
え
て
い
く
と
と
も
に
、
国
民

の
皆
様
へ
の
生
乳
、
畜
産
物
の
安
定
供
給
を
絶
や
さ
な
い
事
を
確
約
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
そ
し
て
今
回
の
集
会
が
盛
会
裏
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
挨
拶
し
、
大
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
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令和4年度 根釧合同JA役員研修会開催令和4年度 根釧合同JA役員研修会開催

牛乳生産者へタオルを贈呈牛乳生産者へタオルを贈呈

　

３
月
14
日
、
釧
路
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
令
和

4
年
度
根
釧
合
同
Ｊ
Ａ
役
員
研
修

会
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
も
あ
り
、
3
年
ぶ
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
研
修
会
に
は
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
の

他
に
青
年
部
、
女
性
部
の
代
表
者
、

各
連
合
会
職
員
な
ど
約
２
０
０
名

が
参
加
し
て
お
り
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら

は
、
役
職
員
15
名
と
女
性
部
役
員

２
名
の
計
17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
は
、
東
京
大
学
院 

鈴
木 
宜
弘 

教
授
が
「
ど
う
な
っ

て
い
る
？
世
界
の
食
糧
事
情
、
そ

し
て
日
本
は
？
」
と
題
し
、
日
本

の
食
糧
自
給
率
や
、
食
の
安
心
安

全
な
ど
に
つ
い
て
、
午
後
の
部
で

は
、
リ
ス
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
赤
堀

三
代
治
氏
が
「
不
祥
事
発
生
の
構

造
と
未
然
防
止
に
向
け
た
経
営
者

の
役
割
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
リ

ス
ク
管
理
の
方
法
や
、
実
際
に
起

こ
っ
た
不
祥
事
例
な
ど
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
て
い
る
食
料
危
機

や
、
食
の
安
全
保
障
な
ど
の
問
題

に
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
今
何
が
出
来
る

の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
６
日
、
鶴
居
地
区
の
松
下

農
場
で
「
パ
ル
シ
ス
テ
ム 

タ
オ

ル
を
贈
る
運
動
」
で
集
ま
っ
た
タ

オ
ル
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
牛
乳
生
産

者
へ
贈
る
「
タ
オ
ル
贈
呈
式
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
毎
年
行
わ
れ
て
お

り
、「
こ
ん
せ
ん
72
牛
乳
」
を
飲

ん
で
い
る
パ
ル
シ
ス
テ
ム
組
合
員

の
皆
様
が
牛
乳
生
産
者
へ
タ
オ
ル

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
る
も
の
で
、

令
和
4
年
度
は
１
５
，
０
４
０
本

の
タ
オ
ル
と
、
約
６
０
０
枚
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
釧
路
管
内
に
届
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
生
産
者
を
代
表
し
て
松
下 

雅

幸
さ
ん
が
、
パ
ル
シ
ス
テ
ム
の
田

口
め
ぐ
み
理
事
（
神
奈
川
）、
藤

井
裕
子
理
事
（
福
島
）
よ
り
目
録

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
松
下
さ
ん
は
「
毎
年
タ
オ
ル
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
飼
料
高
騰
や
生
乳
生
産

抑
制
な
ど
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
生
産
を
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。」と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
贈
呈
式
の
前
に
は
産
地

視
察
と
し
て
松
下
さ
ん
が
農
場
内

を
案
内
し
な
が
ら
現
在
の
酪
農
の

状
況
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
記
念
撮
影
を
行
い
、
贈

呈
式
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
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釧路丹頂農協女性部第17回通常総会を開催釧路丹頂農協女性部第17回通常総会を開催

釧路丹頂農協青年部第17回通常総会を開催釧路丹頂農協青年部第17回通常総会を開催

　
３
月
23
日
、
幌
呂
事
務
所
で
第

17
回
釧
路
丹
頂
農
協
青
年
部
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
菱
沼 

恭
平

部
長
は
、「
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
、
中
々
思
う
よ
う
な
活
動

が
で
き
な
い
事
も
あ
り
ま
し
た

が
、
釧
路
で
行
わ
れ
た
、『
釧
路
・

根
室
の
酪
農
畜
産
を
守
ろ
う
！
生

産
者
緊
急
大
決
起
大
会
』
な
ど
、

地
区
青
協
活
動
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
11
月
に
は
釧
路
丹
頂
農
協

青
年
部
で
親
睦
会
を
開
催
し
、
交

流
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
次
年
度
は
、
青
年
部
活
動
も

活
発
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
参
加
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
昨
今
の
酪
農
情
勢
は

過
去
一
番
厳
し
い
状
況
で
す
の
で
、

生
産
者
も
一
致
団
結
し
、
こ
の
厳

し
い
状
況
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。」
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　
議
長
は
、
鶴
居
支
部
の
佐
久
間 

広
幸
さ
ん
が
務
め
、
令
和
４
年
度

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
令

和
５
年
度
事
業
計
画
他
、
全
議
案

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
選
任
で
は
、
音
白
支
部
の

伊
深 

祐
樹
さ
ん
が
部
長
に
選
任

さ
れ
、
新
体
制
は
上
記
の
通
り
決

定
し
総
会
は
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

　
３
月
20
日
、
鶴
居
事
務
所
で
第

17
回
釧
路
丹
頂
農
協
女
性
部
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
成
田 

洋
子

部
長
は
、「
昨
年
は
各
支
部
の
活

動
が
活
発
に
行
わ
れ
、
切
磋
琢
磨

さ
れ
た
１
年
間
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
７
月
に
は
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
交
流

会
で
部
員
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
行

え
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
女
性
の
立
場
と
は
何
だ
ろ
う
と

い
う
議
題
が
協
議
会
で
も
議
論
さ

れ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
、
あ
ら
ゆ

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
に
つ
い

て
、
こ
れ
か
ら
深
く
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
釧
路
丹

頂
農
協
女
性
部
の
あ
り
方
も
今
後

議
論
を
重
ね
、
よ
り
良
い
方
向
に

進
む
よ
う
皆
で
協
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。」
と
挨
拶
を
し

ま
し
た

　

議
長
は
、
鶴
居
支
部
の
松
下 

ま
り
子
さ
ん
が
務
め
、
令
和
４
年

度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、

令
和
５
年
度
事
業
計
画
他
、
全
議

案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
選
任
で
は
、
鶴
居
支
部
の

水
本 

梨
佳
さ
ん
が
部
長
に
選
任

さ
れ
、
新
体
制
は
上
記
の
通
り
決

定
し
総
会
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

部　長 水　本　梨　佳 鶴　居

副部長
武　藤　和　江 幌　呂
渋　谷　幸　子 白　糠
成　田　洋　子 音　別

理　事

菱　沼　千　絵 鶴　居
吉　田　鈴　子 幌　呂
安　藤　幸　子 幌　呂
岩　田　登美子 白　糠
菅　原　晴　美 音　別
山　崎　雅　江 音　別

監　事 齊　藤　紀　子 鶴　居
伊　深　佳　奈 白　糠

部　長 伊　深　祐　樹 白　糠

副部長
北　村　澄　男 鶴　居
照　井　　　優 白　糠

理　事
佐久間　広　幸 鶴　居
武　藤　　　潤 幌　呂
五十嵐　大　地 白　糠

監　事
増　田　一　真 鶴　居
大　坂　隼　人 音　別

後列左から　岩田理事　山崎理事　菱沼理事　菅原理事　安藤理事　吉田理事後列左から　岩田理事　山崎理事　菱沼理事　菅原理事　安藤理事　吉田理事
前列左から　伊深監事　齊藤監事　成田副部長　水本部長　渋谷副部長　武藤副部長前列左から　伊深監事　齊藤監事　成田副部長　水本部長　渋谷副部長　武藤副部長

後列左から　増田監事　佐久間理事　武藤理事　大坂監事　五十嵐理事後列左から　増田監事　佐久間理事　武藤理事　大坂監事　五十嵐理事
前列左から　照井副部長　伊深部長　北村副部長前列左から　照井副部長　伊深部長　北村副部長
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第 17 回 釧路丹頂農協乳牛改良同志会定期総会を開催第 17 回 釧路丹頂農協乳牛改良同志会定期総会を開催

　
３
月
23
日
、
幌
呂
事
務
所
で

第
17
回
釧
路
丹
頂
農
協
乳
牛
改

良
同
志
会
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
植
田 

紘

史
会
長
は
、「
昨
年
度
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
あ

り
ま
し
た
が
、
共
進
会
を
開
催

す
る
事
が
で
き
、
少
し
ず
つ
同

志
会
の
活
動
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
の
緩
和
も
あ
り
ま

す
の
で
、
共
進
会
や
乳
牛
改
良

に
係
る
講
習
会
な
ど
を
開
催

し
、
同
志
会
と
し
て
積
極
的
に

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　
議
長
は
、
西
部
支
部
の
照
井

　
優
さ
ん
が
務
め
、
令
和
４
年

度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
、
令
和
５
年
度
事
業
計
画
、

令
和
５
年
度
会
費
の
徴
収
に
つ

い
て
が
協
議
さ
れ
、
全
議
案
承

認
さ
れ
総
会
は
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

購
入
飼
料
代
や
肥
料
代
が
高
騰
し

て
い
る
今
、
良
質
な
サ
イ
レ
ー
ジ
を

確
保
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
今
回

は
、
サ
イ
レ
ー
ジ
の
品
質
向
上
・
維

持
の
技
術
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

１　

サ
イ
レ
ー
ジ
調
製
前

○
サ
イ
ロ
周
辺
の
整
備

　

バ
ン
カ
ー
で
は
掃
き
掃
除
や
、
石

灰
水
等
で
洗
浄
を
行
い
、
残
さ
を
除

去
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
床
面
を
補

修
し
て
残
さ
が
詰
ま
る
の
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

　

ス
タ
ッ
ク
で
は
作
業
場
を
無
機
物

主
体
の
白
砂
や
火
山
灰
等
で
整
備
す

る
こ
と
で
、
土
砂
混
入
を
緩
和
で
き

ま
す
。

○
草
地
へ
の
ス
ラ
リ
ー
の
散
布

　

ス
ラ
リ
ー
の
散
布
量
が
多
く
、
さ

ら
に
散
布
時
期
が
遅
く
な
る
ほ
ど
、

牧
草
へ
の
付
着
が
多
く
な
り
、
サ
イ

レ
ー
ジ
の
発
酵
品
質
を
低
下
さ
せ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
牧
草
収
穫
の
50
日

以
上
前
ま
で
に
散
布
を
終
え
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
（
図
１
）。

　

さ
ら
に
、
ス
ラ
リ
ー
の
粘
度
が
高

い
と
牧
草
に
付
着
し
や
す
く
、
サ
イ

レ
ー
ジ
品
質
低
下
の
要
因
と
な
り
ま

す
。
曝
気
や
加
水
に
よ
っ
て
粘
度
を

下
げ
て
散
布
す
る
と
、
牧
草
へ
の
付

着
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

２　

サ
イ
レ
ー
ジ
調
製

○
土
砂
や
枯
れ
草
の
混
入
を
防
ぐ

　

原
料
草
へ
の
土
砂
や
枯
れ
草
な
ど

の
混
入
も
不
良
発
酵
の
要
因
の
一
つ

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
運
搬

車
両
の
タ
イ
ヤ
に
付
着
し
た
土
砂
を

入
れ
な
い
」「
収
穫
時
高
刈
り（
10
㎝
）

を
す
る
」こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

○
ハ
ー
ベ
ス
タ
の
刃
を
研
磨
す
る

　

原
料
草
の
切
断
面
が
ぼ
そ
ぼ
そ
だ

と
踏
圧
が
か
か
り
に
く
く
な
り
ま

す
。
切
断
面
を
鋭
く
保
つ
た
め
に
、

こ
ま
め
に
（
半
日
に
１
回
）
ハ
ー
ベ

ス
タ
の
刃
を
研
磨
し
ま
し
ょ
う
。

○
水
分
を
調
整
す
る

　

乳
酸
菌
を
活
動
さ
せ
る
た
め
に

は
、
牧
草
の
水
分
は
70
～
75
％
の
間

が
適
正
と
な
り
ま
す
。
目
安
と
し
て

半
日
程
度
の
予
乾
で
適
正
水
分
に
し

ま
し
ょ
う
。
予
乾
が
困
難
な
場
合
は

ギ
酸
を
添
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
強

制
的
に
㏗
4.2
以
下
に
下
げ
、
乳
酸
菌

の
働
き
に
頼
ら
ず
、
酪
酸
菌
増
殖
を

抑
え
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

○
十
分
な
踏
圧
を
行
う

　

乳
酸
菌
を
増
殖
さ
せ
る
た
め
に

は
、
十
分
な
踏
圧
に
よ
る
空
気
の
遮

断
が
重
要
で
す
。
踏
圧
を
高
め
る
た

め
に
は
、「
一
度
踏
圧
し
た
ら
再
度

削
り
取
ら
な
い
」「
原
料
草
を
厚
さ

30
㎝
以
下
に
拡
散
し
、
同
じ
場
所
を

二
度
踏
圧
す
る
」
こ
と
を
意
識
し
ま

し
ょ
う
。

○
詰
め
込
み
中
断
時
の
対
応

　

日
を
ま
た
い
で
調
製
す
る
な
ど
詰

め
込
み
を
途
中
で
中
断
す
る
場
合
、

原
料
草
が
空
気
に
極
力
触
れ
な
い
よ

う
に
シ
ー
ト
で
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
塩
や
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
を
表
面

に
添
加
す
る
こ
と
で
、
二
次
発
酵
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３　

サ
イ
レ
ー
ジ
使
用
時

○
サ
イ
レ
ー
ジ
の
取
り
出
し

　

サ
イ
レ
ー
ジ
を
ト
ラ
ク
タ
ー
の
バ

ケ
ッ
ト
で
取
り
出
す
際
は
、
下
か
ら

す
く
い
上
げ
る
よ
う
に
取
る
と
、
中

ま
で
空
気
が
入
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
バ
ケ
ッ
ト
の
背
を
使
っ
て
、
上

か
ら
削
り
落
と
す
よ
う
に
取
り
出
し

ま
し
ょ
う
（
図
２
）。

○
取
り
出
し
後

の
シ
ー
ト
管
理

　

取
り
出
し
面

が
長
時
間
日
光

に
当
た
る
と
、

二
次
発
酵
の
進

み
が
早
く
な
り

ま
す
。
取
り
出

し
口
を
北
向
き

に
す
る
、
シ
ー

ト
で
覆
う
等
、
で
き
る
だ
け
直
射
日

光
が
当
た
ら
な
い
よ
う
な
対
策
を
検

討
し
ま
し
ょ
う
。

○
計
画
的
な
サ
イ
レ
ー
ジ
の
取
り
出

し
　

サ
イ
ロ
１
面
を
全
体
的
に
、
１
日

30
㎝
以
上
取
り
出
せ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
も
、
二
次
発
酵
防
止
に
有
効
で

す
。

４　

お
わ
り
に

　

紹
介
し
た
こ
と
以
外
に
も
、
農
家

や
地
域
毎
に
適
合
し
た
技
術
が
あ
り

ま
す
。
サ
イ
レ
ー
ジ
品
質
に
つ
い
て

悩
ん
で
い
る
方
は
、
普
及
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
　
　

普
及
セ
ン
タ
ー
Ｈ

　
　
　

Ｐ
は
こ
ち
ら
へ
→

良
質
な
サ
イ
レ
ー
ジ
の
作
り
方

図1 スラリー散布方法の違いによ
る原料草の洗浄液の比較

図2 サイレージの取り出し方法について
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新採用職員の紹介
氏 名

所属部署

年齢／出身地

出身校

趣味

特技

栗原　　舞

金融共済部
本店金融課 金融係

18歳／釧路市
釧路明輝高校（Ｒ５年卒）

お菓子作り
卓球

組合員の皆さんへ一言

　今年度から釧路丹頂農協に勤
めることになりました栗原舞と申
します。分からないことばかりで
緊張していますが、一日でも早く
皆様のお役に立てるよう精一杯頑
張ります。ご指導の程、よろしくお
願い致します。

くりはら まい

氏 名

所属部署

年齢／出身地

出身校

趣味

特技

上島　颯太

畜産生産部
家畜改良課 家畜改良係

18歳／釧路市
釧路武修館高校（Ｒ５年卒）

身体を動かすこと
サッカー

組合員の皆さんへ一言

　今年度からお世話になります上
島颯太と申します。まだまだわか
らないことばかりで迷惑をかける
こともあると思いますが、一日で
も早く仕事を覚えて貢献できるよ
うに頑張りたいと思いますのでよ
ろしくお願い致します。

うえしま そうた

氏 名

所属部署

年齢／出身地

出身校

趣味

特技

伊藤　海颯

畜産生産部
家畜改良課 家畜改良係

18歳／釧路市
釧路武修館高校（Ｒ５年卒）

映画鑑賞
バスケットボール

組合員の皆さんへ一言

　今年度から釧路丹頂農協に勤
める事になりました、伊藤海颯と
申します。一日でも早く仕事を覚
え、組合員の皆様に貢献できるよ
う精一杯努力し、頑張っていきま
すので、ご指導の程、よろしくお願
い致します。

いとう ありゅう
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※Jミルクホームページより転載

甘栗とミルクのうま味にほっとするおかず

かぶと甘栗の中国風シチュー

　

【作り方】
①�かぶは皮をむき６等分のくし形に、かぶの茎は５

㎜幅に切る。

②�鍋にかぶ、帆立て貝柱の水煮を汁ごと、牛乳、

顆粒チキンスープの素、しょうがを入れて中火に

かける。煮立ったら弱火にし、５分ほど煮る。

③�かたくり粉を牛乳で溶き、②に混ぜ入れてとろみ

をつけ、甘栗、かぶの茎を加える。かぶがやわ

らかくなったらごま油、塩、こしょうで味を調える。

今月のミルク
レシピ

今月のミルク
レシピ

材　料（4人分）
かぶ…………………………………………3コ
かぶの茎………………………………… 適量
帆立て貝柱の水煮（缶詰）…… 1缶（75g）
甘栗…（むいたもの）… ……………………8コ
牛乳………………………………… 180ml
顆粒チキンスープの素（中華風）…小さじ1/2
しょうが（すりおろし）…………………小さじ1
＜牛乳溶きかたくり粉…＞
　かたくり粉…………………………大さじ1
　牛乳………………………………大さじ1
ごま油………………………………小さじ1/2
塩・こしょう。
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本 店 共 済 課　0154-64-5477

幌呂支店金融共済課　0154-65-2311

白糠支店金融共済課　01547-2-2183

音別支店金融共済課　01547-6-0333
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まちがいさがしまちがいさがしににチチャレンジャレンジ‼‼
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～

キ
リ
ト
リ

４月の答え

住所

氏名

ペンネーム
※氏名とペンネームは必ず記入願います。

電話番号
ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

まちがいさがしまちがいさがし

どなたでも応募できますので
たくさんの応募お待ちしております。

・つぶやきコーナー

・正解者３名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。
　 なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただき

ます。
《応募方法》左下の部分を鶴居事務所 管理課まで
FAX（0154-64-2315）をいただくか、切り取って
いただき各事務所へ提出してください。
《締め切り》2023年５月10日まで
　当選者の発表は５月号にて発表します。
　プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。

・�・�一年も想いは冷めたい海の中！�一年も想いは冷めたい海の中！� （Nさん）（Nさん）

・�・�
�� （ココ＆くろ）（ココ＆くろ）

・�・�すっかり雪がとけて来ましたね。今年は春が早すっかり雪がとけて来ましたね。今年は春が早
いかな�いかな� （イチママ）（イチママ）

・�・�農協店舗に行くと久しぶりに顔を合わせて話が農協店舗に行くと久しぶりに顔を合わせて話が
弾みました。うれしかったですね弾みました。うれしかったですね
�� （しまじろうの母）（しまじろうの母）

・�・�春ですネ。草花の芽があっちこっちとかわいら春ですネ。草花の芽があっちこっちとかわいら
しく出て来ましたね。又一年が始まります。しく出て来ましたね。又一年が始まります。
�� （S・M）（S・M）

・�・�インボイスの記事、勉強になりました。インボイスの記事、勉強になりました。
�� （（チャーちゃんチャーちゃん））

今回の答えは５月号に掲載するよっ！！

イ チ ゴ ガ リ3月号の答え

・N さん　・ココ＆くろ さん　・サワ さん

おめでとうございます!! ３月号の当選者

右のイラストには左のイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。
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ＪＡくしろ丹頂ホームページ

編 集 後 記
EDITOR’S—NOTE

□ ４月に入り、道東地方も暖かくなってきており、桜前線もいつもより早く北海道に
上陸してきました。
　 このまま暖かい日が続くと、更に早くなるのではと言われているようです。北海道
地方の桜も４月中旬には開花する予想となっているので、お花見に行くのもいいかもし
れませんね。（山本）

■令和４年度 　生乳生産実績（２月）
月計乳量（㎏） 同月前年比（％） 累計乳量（㎏） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 7,997,988.0 94.3 98,513,911.0 98.1
鶴居地区 2,952,275.6 92.7 36,875,267.3 97.5
幌呂地区 2,293,645.3 96.3 27,839,736.7 97.5
白糠地区 1,560,102.8 96.0 19,069,575.3 103.1
音別地区 1,191,964.3 92.3 14,729,331.7 94.6

管 内 計 39,475,439.3 93.1 484,495,935.0 96.7
（前年度管内計） 42,389,418.2 501,048,476.7

理　事　会　報　告
２月定例理事会　令和５年２月24日（金曜日）

報告事項　 

１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について—
３．１月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．委託内部監査の報告について
６．実質破綻先の債権回収について

—付議事項　 

議案第１号　組合員の資格審査について
議案第２号　出資の減口承認について
議案第３号　令和５年度監査計画の策定について
議案第４号　—令和３年度　畜産・酪農収益力強化

整備等特別事業（機械導入事業）の
承認について

議案第５号　—特定組合員に係る特別運用基準の対
象者について

議案第６号　目的積立金の目的取崩について
議案第７号　—役員賠償責任保険契約の締結について
議案第８号　農業委員会委員の選任について
議案第９号　—株式会社鶴居バイオガスエナジーに

対する出資、出えんについて　
議案第10号　—株式会社鶴居バイオガスエナジーの

役員推薦について　
議案第11号　—従業員に対する年度末賞与の支給に

ついて

その他協議事項　 

１．令和４年度決算処理方針（案）について
２．令和５年度事業計画（案）について
３．当面の業務日程について

辞　　令　　発　　令
氏　　名 新　所　属 旧　所　属

田　村　貴　之 購買部　生　活　課　鶴居店係 購買部　燃料課 白糠給油所 係長
池　田　直　哉 購買部　生産資材課　白糠店係長 兼 燃料課白糠給油所係長 購買部　生産資材課 白糠店 係長

（令和５年４月10日付）

大変お世話になりました。
井　上　　　望　　畜産生産部 家畜改良課 家畜改良係

吉　河　太　成　　畜産生産部 販売課 販売係

３月31日をもって退職しました。
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■
編
集
発
行—

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

—
V
O
L
・
186—
令
和
5
年
4
月
発
行

■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

・万一、交通事故が発生した時は
、

部門
年月日

各 地 区 の 事 務 所
販　　売 家畜改良 生　　乳 哺育育成

センター
幌　　呂
育成牧場管　　理 共　　済 金　　融 営　　農

令和
５年４月29日㈯ 通　常　業　務

４月30日㈰

５月１日㈪

５月２日㈫ 初生集荷

５月３日㈬

５月４日㈭ 一般市場
初生のみ

５月５日㈮

部門
年月日

購買・鶴居 購買・幌呂 購買・白糠 購買・音別

生活店舗 給油所 資　材 生活店舗 給油所 資　材 給油所 資　材 生活店舗 給油所 資　材

令和
５年４月29日㈯

午後５時まで 午後５時まで 午後６時まで 午後５時まで 午後６時まで

４月30日㈰
午後６時まで

５月１日㈪

５月２日㈫

５月３日㈬

５月４日㈭
午後５時まで 午後５時まで 午後６時まで 午後５時まで 午後６時まで

５月５日㈮
午後５時まで 午後５時まで 午後６時まで 午後５時まで 午後６時まで

ＪＡくしろ丹頂　ゴールデンウイーク日程表

・ゴールデンウイーク期間中もＪＡバンクのキャッシュカードは各種コンビニ等でご利用いただけます。
※稼働時間、手数料はＡＴＭにより異なります。

営 業 日 休 業 日

ＪＡ共済事故受付センター

※フリーダイヤルは、携帯電話からもご利用いただけます。
電話料金は無料です。　公衆電話につきましては、電話をおかけになる時の10円は必要ですが、かけ終わると戻ります。

ジコは レッカーロードサービスはクミアイ クミアイ

ＪＡ共済サポートセンター

事故等の場合には レッカー移動や故障時の
応急対応が必要な場合には

０１２０-２５８-９３１ ０１２０-063-９３１

昭和の日

昭和の日

憲法記念日

憲法記念日

みどりの日

みどりの日

こどもの日

こどもの日


